
西日本新聞 13th.Nov 2003 
マルチ作家の活動紹介 
「堀越千秋展」来月 7 日まで福岡市 

 

絵画を中心に多面的な創作活動を展開しているスペイン在住の国際的一アーティスト「堀越

千秋展」が、福岡市中央区天神の三菱地所アルティアム（イムズ八階）で開かれている。十二

月七日まで。 

大胆かつ繊細な作品 

 堀越は一九四八年生まれ。東京で三代にわたる絵描きの家に生まれ、京芸術大学大学院

を修了後、生きた芸術を求めてスペインに渡った。それからは、ピカソやミロを生んだスペイン

の精神風土への共感をベースに絵画や立体、壁画などさまざまな分野で精力的に創作活動

を続けてきた。 

一方で、作曲家の武満徹、作家の村田喜代子ら各界の著名人とも交流。美術だけでなく、

新聞のエッセーやカンテ（フラメンコの唄）など活動範囲を広げ、スペインのノーベル賞作家カ

ミロ・ホセの著作への挿絵など手がけている。本展は、その多面的な則作活動を絵画だけで

なく立体、映像、エッセーなどで紹介。「アートは本来、短気で、雑で、カ強く、それに細心さが

伴わなくてはならない」という堀越の大胆で級細な作品と、その背景にスポットが当てられ、エ

ネルギッシュで自由奔放な生き方と、アーティストとしての足跡をたどっている。 

 

入場料は一般四百円、学生三百円、中学生以下無料。間い合わせは三菱地所アルティアム 

 

朝日新聞 13th.Nov 2003 
懐の深さと躍動感と 

四半世紀以上スペインで暮らす画家で、エッセイスト、カンテ（フラメンコの歌）の歌い手とい

う顔を持つ堀越の個展。それぞれの時代の代表作から新作までを網羅した。この展覧会場で

製作した横五.四m、縦二.七mの作品「クエンカへの道」は、木の造作物に添える墨の背景

画をわずか九分で仕上げた。 

その新作を囲むように立つ「MIEL」（板に油彩一九八八年）、「赤い土地」（同。八七年）は“生

命の樹、を思わせる。「汗血馬に乗る人々」（墨、パステル、アクリール・九二年）など、奔放な

色彩と力強いデッサーンは、作家のキャラクターと重一なり、「闘牛士の肖像」（墨、パステ

ル。同）は自画像のようにも見える。 

かと思えば「スペインのキリスト」（油彩・七六年）に漂う静謐さと孤独感は何だろうか。 

 



 「芸術とは遊びに似て、楽しくやらなければならならい。飽きたら思いきりよく方向転換すれ

ばいい。アートは本来、短気で、雑で、力強く、それに細心さが伴なければならない」と語る作

家の、嘘偽りのない姿がかいま見える。 

作家が多大な影響を受け」たという医学博士、解剖学者の故三木成夫との親交や、「躍る

ように描いた」という俳人・森澄雄と共作の俳画集、作曲家・故武満徹の全集装丁など、ジャ

ンルを越えた人たちとの交友も紹介。 

 本紙連載小説「百年佳約」（挿画、堀越）で組んだ作家、村田喜代子には大いに触発された

らしく、焼き物などにも関心が向き始めたと話す。近年、陶芸を始め、会場での公開製作で、

枯山水の石庭を思わせる墨絵を、描きあげたのもその影響だろうか。 

作家の持つ懐の深さ、五感で対象を瞬時につかみ取り、筆先に乗せる躍動感。虚飾や“ま

がいもの”を「ガーハハ」と笑い飛ばし、生きることのすばらしさ、面白さを作品群から実感させ

てくれる。 
堀越千秋展 12 月７日まで、福岡市・天神のイムズ 8 階、三菱地所アルティアムで。西日本新聞社など主催。
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初期作品 

 



 

武満徹全集のための原画 

⻄⽇本新聞 ⽂化 批評と表現 14th Nov.2003 

 


